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数学科授 業 案 (公開授業 1 ) 
授業者 杉 山 篤史

1 日 時 平成 29 年 1 1 月 1 0 日 (金) 1 0 : 00� 1 0 : 50 

2 学 級 2 年A組 (男子 20 名 女子 20 名 計 40 名 )

3 単 元 名 図形の性質の調べ方

4 単元 目 標

( 1  ) 要素 と 単元 目 標の関連

意識 し た 要素

[ 要素 A 】

基礎的 な数学用 語， 記号の意味理解

図 形 の性質の理解

[ 要素 B 】

数学的 に推論 (帰納 ・ 演緯 ・ 類比) す る 力

課題解決 に 向 け ， 多様 に考 え る 力

既 習 事項 を利用 し ， 自 他 の 考 え方 を検証す る 力

数学的 に 考察 し た こ と を分類， 整理， 統合， 発展， 一

般化す る 力

自 分の 考 え を筋道立て て説明す る 力

単 元 目 標
・ 平行線の性質， 多角 形の 角 について の性質， 三角 形

の 合 同 条件， 図形の証明 の必要性 と 意味及びそ の 方

法 を 理解 し て い る 。

- 平行線 の性質や多角 形 の 角 に つ い て の 性質 を 用 い

て ， 角 の 大 き さ を 求 め る こ と が で き る 。

(知識 ・ 理解) (技能)

- 多角 形 の 角 につ い て の性質 を ， 仮定な ど根拠 と な る

こ と が ら を 明 ら か に し て ， 論理的 に筋道 を 立 て て説

明 す る こ と が で き る 。

- 自 分の 考 え を他人 に説明 し た り ， 他人の考 え を 聞 い

た り し て ， 論理的 に筋道 を 立 て て説明 す る 方法 を 考

え る こ と が で き る 。 (数学的な見方 ・ 考 え方)

[要素 とj 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 ー 一 一 一 ー 一 一 一 ー 一 一一 一 一 一t : -国一形而匝貢伝聞;長持三民吉主去を用いで 論理
主体的 に粘 り 強 く 考 え よ う と す る 態度 的 に筋道 を 立 て て 説 明 し よ う と し て い る 。

多様 に 考 え た り ， 発展 さ せ よ う と し た り す る 態度

白 分の考えを相手に分か り やす く 伝 え よ う と す る 態度

( 2 ) 要素育成の判 断基準 ( 特 に意識 し た も の)

【 要素 A ] 図形の性質の理解

検証方法 : 追究用 紙 に かい で あ る 内容及び小集 団追究や一斉追究で の発言や発表

( 関 心 ・ 意欲 ・ 態度)

3 | 平行線の性質や多角 形 の 角 に つ い て のd性質 を利用 し て ， 論理的 に筋道 を 立て て 証明 す る こ と が で き る 。

2 | 平行線の性質や多角 形の角 に つ い て の性質 に つ い て ， 具体的 な 問題 を使 っ て 説 明 す る こ と が で き る O

� 平行線のd性質や多角 形の角 に つ い て の性質 を利用 し て ， 角 度 を 求 め る 問題 を解 く こ と が で き る 。

[ 要素 B 】 数学的 に推論 (帰納 ・ 演緯 ・ 類比) す る 力 ， 自 分の 考 え を筋道立て て 説 明 す る 力

検証方法 : 追究用 紙 に かい で あ る 説 明 や証明 の 内容及び小集団追究や一斉追究で の発言や発表

3 既習事項 を 用 い て ， 他者 に わ か り やすい よ う に順序立 て て 説 明 す る こ と が で き る 。

2 既習事項 を 用 い て ， 自 分な り の説 明 や証明 をす る こ と が で き る 。

1 既習事項 を 用 い て ， 自 分な り の説 明 や証明 を考 え る こ と が で き る 。
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5 単元について

(¬ )教科テーマと単元との関わ り

小学校の第5学年で,多角形や図形の合同についての学習をしている。その中で,合同な図形を力ヽ たヽり作ったりする操

作的な活動ヽ 三角形の3つの角の大きさの和が 18ぴ になることを説明する活動などをおこなっている。そういつた活動

を通して,本単元で学習する図形の合同や;既習事項を用いて論理的に説明する証明の土台となる部分を学習している。

中学校学習指導要領における第2学年「B図形」においては, 観察,操作や実験などの活動を通して,基本的な平

面図形の性質を見いだし,平行線の性質を基にしてそれらを確かめることができるようにする。Jこ とを目標にしてい

る。第1学年では,平面図形における作図や移動について学習し,図形についての理解を深めてきた。それとともに,

作図の根拠などを説明し伝え合う活動を通して,論理的に考察し表現する能力の基礎を培ってきた。これを踏まえて,

第 2学年では平行線の性質を基にして,様々な図形の性質を論証によつて明ら力ヽこしていくことをねらいとする。

本単元では,ま現 平行線の性質や多角形の角についての出質を,既習事項を用いて調べる活動をおこなう。対頂角の性

質や平行線の性質を,論理的に筋道を立てて説明する活動を通して,図形の順 をきちんと理解させると同時に,根拠を基

にして筋道を立てて説明することの必I・
l性に気づかせたし、また,小集団追究や―斉追究で生徒同士がお互しヽこ説明し合う

ことで,数学的な思考力や表現力が高まることも期待したし、対頂角の性質や平行線の陛質は,今後証明を学習する際に基

礎となる部分であるため,確実に身に付けさせたし、 また,多角形の内角の和やタト角の和を求める活動は,既知のことに帰

着して考える大切な機会である。さらに,求めるには多様な考えが出ると予想できるが,それらはすべて1つの結果に統合

されるものである。こういつた一般イヒできる課題を解く経験から,よ り図形の順 に対する理解を深めたり,興味を引いた

りすることにつながることが期待できる。図形に対する理解を深めるために,1つ 1つの活動を丁寧におこないたし、次に,

=角形の合同条件について直観的,実験的に導く。三角形の合同は,さ まざまな図形の順 を論証するために必要不可欠な

ものである。どのような条件が成り立つと2つの三角形が合同といえるのハ 確実に理解をさせたしゝ 単元の最後には,三

角形の合同を利用して,さまざまな図形の性質を論証していく。次の章にもつながるところであり,今後の論証の基礎とな

るところでもあるため,論理的に筋道を立てて説明できているかどうかを丁寧に確認しながら進めていきたしゝ

本時は,平行線の頗 や三角形の角の顔 を学んだあとにおこなう授業である。ここまで学んできた性質を基にして, く

の字の問題をアレンジするとどのような法則ができるのかを見つける活動をおこなう。自ら問題をアレンジして自分なりの

法貝」を見つける活動を通して,本校数学科が大切にしている多様な考えを生み出すことヽ  1つの考えから他の考えt醗展

させることができるためである。また,法則を見つけるときに,いろいろな数字を当てはめるだけでは,法貝Jと して立証で

きなし、法則として立証させるためには,文字を使つて下般化しなけれ|かけない上に,論理的に筋道を立てて説明する必

要がある。今後の論証指導のためには,これらのことは非常に大切なことであるため,丁寧に説明をさせるようにしたし、

本校数学科は今年度,「伝え合う活動を通した,発展・統合させる力の育成」を教科サブテーマとした。個人追究

で出た考えをもち寄って小集団追究や一斉追究で伝え合い,さ らにその伝え合う活動から新たな問いをもつたり,出

た意見から規則性を見い出したりする活動を目的としている。そういつた活動を通して,自 ら新たな問いをもつて解

こうとする態度や規則性に気づく力を身に付けさせ,それが「主l■
l陛ある人間」へとつながると考えているc

各要素のつながりを構造化したものが,図 1である。

【図1:本単元で意識した各要素の構造図】
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( 2 ) 指導計画 ( 1 8 時間扱い )

時 間 主寸主4三一 習 内 �でf 主 な要素

第 1 時
【 対頂角 ， 平行線の錯角 ・ 同位角 ]

- 大 き さ が 等 し い角 を 見つ け る 活動 を 通 し て ， 対頂角 や平行線 の錯角 ・ 同位角 [ 要 素 A 】
第 2 時

の 意味や性質 を理解す る 。

第 3 時
[ 三角形の角 の性質】

. 二 角 形の 内角 の 和 が 1800 で あ る こ と や 1 つ の外角 が こ れ と 隣 り 合わ な い 2
第 4 時

つ の 内角 の 和 に等 し い こ と の説明 を 考 え る 。

[ く の 字の角 の 大 き さ を 求 め る ] F 

第 5 時
- 平行線 の性質ゃ っ 角 形の 角 の性質 を 用 い て ， \三

図形の角 の 大 き さ を 求 め る 。
第 6 時

- 自 分 な り の 法則 を 見つ け ， そ れ を 平行線の性質や m 
(本時)

二 角 形 の 角 の性質 を 用 い て 筋道 を 立 て て 説明 す る

こ と が で き る 。

第 7 時
[ 四 角 形 の 内 角 の和 ・ 外角 の和 ] [ 要素 A ]

第 8 時
. 4 つ の 点 を 一筆 で、結 ん で、 で、 き る 図形 を 基 に し て ， 四 角 形 の 内 角 の和や外角 の [ 要素 B ]

和 に つ い て理解す る 。 [ 要素 C 】

第 9 時
[ 多角 形 の 内 角 の和 ・ 外角 の 和 】

. 5 つ の 点 を 一筆 で、結 ん で で き る 図形 を 基 に し て ， 多角 形 の 内 角 の和や外角 の
第 1 0 時

和 に つ い て理解す る 。
第 1 1 時

- 星形五角 形の先端の角 の 和 が 1 800 に な る こ と の説 明 を 考 え る 。

[ く り ぬ き 図形の角 度 を 求 め よ う ] ~ 

第 1 2 時
- 多角 形 の 中 に多角 形 を く り ぬい た 図形の 内側 に て εコで き る 角 の 大 き さ の和 が何度 に な る の か を

第 1 3 時
い ろ い ろ な方法で求 め る 。

- 他 の 多角 形 に し た ら 角 の 大 き さ の 和 は ど う な る の か， 求 め る 。

第 14 時
[ 合 同 な 図形の性質 と 二 角 形 の 合 同 条件 ]

- 与 え ら れ た つ 角 形 と 合 同 な コ 角 形 を 作図す る 活動 を 通 し て ， 二 角 形 の 合 同 条 【 要素 A ]
第 1 5 時

件 を 理解す る 。

[ 証 明 ]
[ 要 素 A 】

第 1 6 時 - 角 の 二等分線 と 辺 の 垂直二等分線 の 作 図 が 正 し い こ と を ， 仮定 と 結論 を 明 ら
[ 要素 B ]

か に し て 証明 す る 。

[ 定義 ]

第 1 7 時 . コ 角 形や 四 角 形 に つ い て 学習 し て き た こ と を 振 り 返 る 活動 を 通 し て ， 三角 形 [ 要 素 A ]

や 四 角 形 な ど の 定義 を 理解す る 。

第 1 8 時
[ ま と め ・ テ ス ト ]

- こ れ ま で学習 し て き た こ と を踏ま え て ， さ ま ざ ま な 問題 を解 く 。
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6 本時 に つ いて

( 1 ) 授業名 法則 を発見 し よ う ( 6 / 18)

( 2 ) 目 標 ・ 自 ら 図形を変形 さ せて 自 分な り の法則 を発見す る 活動を通 して， 既習事項を用いて論理的 に筋

道 を 立て て説明する こ と が でき る 。 [ 要素 B 】 (数学的 な 見方 ・ 考 え方)

・ 平行線の性質や三角 形の角 の性質な ど の既習事項 を 用 い て ， 論理的 に筋道 を 立 て て 説 明 し ょ

う と し て い る 。 [ 要素 c ] ( 関 心 ・ 意欲 ・ 態度)

( 3  ) 授業課程

学 習 活 動

0 1 く の字の法員iJ J を確認 し よ う 。

< く の 字の法則 > f 
f I/ m の と き ，

Lx = どα + どb

- 支援及び留意点 。評価 ; 形態

・ 前時で 「 く の字の法則j を き ち ん と 一斉

押 さ え ， 法則 の有用性につい て理解 3 分

さ せて お く 。

m 

0 1 く の 字 の 法員iJ J の 「 く J を ア レ ン ジ し て い ろ い ろ な ・ た だア レ ン ジで き る と こ ろ を挙 げ さ

法則 を見つ け た い。 どの よ う にア レ ンジでき る だろ う か。 せ る の で は な く ， ア レ ン ジす る と ど

. 1 く 」 を I N J や IWJ に す る 。

- 頂点 の位置 を変 え る こ と が で き そ う 。

・ 平行線 を 平行 じ ゃ な い線 に し て も ， 何か見つ か る か も 。

う い っ た と こ ろ に 法則 が 生 ま れそ う

か予想 を さ せ， 今後の活動 の 方 向性

を示す よ う にす る 。

0 1 く の 字 の 法則 」 を ア レ ン ジ し て ， 自 分だ け の 法則 を ・ 何種類か ワ ー ク シー ト を 用 意 し て お

発見 し よ う o き ， な る べ く 法則 を発見す る 活動 に

変形 し て も 成 り 立つ 自 分だ け の 法則 を ， い ろ い ろ な | 集 中 さ せた い。

方法で見つ け て み よ う 。 | ・ 小集団追究や一斉追究は， 発見 した法則

を伝え合 う だけの場ではな く ， その法則

が成 り 立つ理由 ま で伝え合 う 場にする。
「 ーー ーー ーー 圃ー - -ー ーー ・ー ーー ・ー ーー ーー ーー ーー ーー ・ー 幽ー ーー ーー ーー ーー 幽ー ーー ・ー

【 「 く 」 を I N J や IWJ に す る 】

< r ( J  (角が 1 つ〉 の と き 〉
l ) '<J:o (左向き の角)

草 La + Lb
{右向き の 角〕

F/』+
 
包O
〉
/』
〉

角

+

角

の

勾

の

き
υ
き

〉

向

g

向

き
左

右

と
{

〈

の
圃

つ
同
市必
酬

が
四
』

角

Z

N
m

 

〈
rf

m "， = La + .王争 + Lc
よ っ て. ('左向き の 角) = (右向き の 角}

= La + Lb 
よ っ て. (左向き の 角) = (者向き の 角)

く fWJ (角が 3 つ} の と き 〉
f +--】b (左向き の角)

= La + Lb + Lc + Ld  
{者向き の 角}

m = La + Lb + Lc + Ld 
よ って. (左向き の角) = (右向き の角)

したがって， 角 {頂点) の散に関わらず，
し (左向き の角) = (右向き の角} と な る。

一斉

5 分

人

分

↓

担
分

↓

斉

分

個

目

、

日

ロ

、

一

日
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[ 頂点の位置 を変 え る ]

く 院 予 t よ ワ 上司 る と き > < 型車 �i平行曹の間功 を と き > <頂点が m よ り 下に あ る と き 〉 l j  
i 

一 刊、� i
L 1 ιy z Lb -4 44d+ Lb - 2 4G - 4b -i : 

| [ 平行線 を 平行で な い線にす る 】

く ムx < 1 80 の と き 〉

111 
i 

ιτ + LJ時 + U 80 叫La) + (1 80 四 Lb} = 360 
L"t" +  Ll' = La + 正b

く ムx > 1 80 の と き� >

m 
一一--弘J

ιτ + 4 + (1 89 - 4a )+ (120 - 4b l = 360 
ぷχ + ぷγ 帯 ια+ Lb

一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 I

0 最後 に ， 振 り 返 り を 書 こ う 。

: @論理的 に筋道 を 立 て て説 明 し よ う と

し て い る か。

【 要素 c ] ( 関 心 ・ 意欲 ・ 態度)

: @既習事項を用 い て ， 論理的 に筋道 を 立 ;

て て説明する こ と が で き て い る か。

[ 要素 B ] (数学的 な 見方 ・ 考 え方)
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